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第３学年 算数科学習指導案

日 時 平成 18年７月 12日（水）５校時
児 童 男６名 女７名 計１３名
授業者 堀 田 賢 治

１ 単元名 「８ わり算を考えよう」（東京書籍 上Ｐ６５～７２）

２ 単元について
（１）教材観

児童はこれまで除法の意味と、乗法九九を 1回適用してできる除法計算（あまりの
ない場合）について、第 3単元で学習してきている。
本単元では、その発展として乗法九九を 1回適用してできる除法で、あまりのある

場合の計算の意味と計算方法について学習する。そして、あまりのある除法計算を用
いる場合でも、あまりのない除法計算と同様に進んで問題解決に活用できるようにす
る。
第３学年で扱う除法の計算は，除数と商が１位数の場合，つまり４８÷６（あまり

なし）や１３÷４（あまりあり）などの乗法九九を１回用いて商を求めることができ
る計算である。こうした計算は，第４学年で学習する除法の計算のためにも必要であ
り，確実に技能を身につけるようにすることが大切である。
なお，この単元では
・答えの確かめ方を理解すること。
・あまりのある場合とない場合の除法を統一的に把握したうえで，除数とあまりの
大きさを比較することによって，両者の関係をやや一般化してとらえ，除法の性
質についての基本的な理解を図ること。

・除法とあまりの関係的な見方を通して，関数的な考え方の素地をつくること。
についてもふれるようにする。

（２）児童観
３年生の児童は概して算数科の学習には積極的に取り組み，自分の考えを意欲的に

発表する児童がいる。児童数が少ない割には様々な考えが出されることも多い。しか
し１人で多くの考え方をを考えられる児童と，あまり複数の考え方を考えられなかっ
たり，自信がなく，発表を躊躇する児童との差が大きいのも事実である。
また，第３単元の「わり算」では，計算を間違える子はほとんどいなかったが，包

含除と等分除の違いを図で表せない児童もいた。
６月１５日に行った診断的テストの結果は以下の通りである。

〈診断的テストの結果〉
問 題 内 容 正答率(％）

① 乗法九九を１回適用して商を求める除法（あまりなし） ９６
② ａ÷ａ＝１の除法 ７７
③ ａ÷１＝ａの除法 100
④ ０÷ａ＝０の除法 100
⑤ 除法の文章問題の立式（あまりなし） ８７
⑥ 除法の文章問題の答え（あまりなし） ８７
⑦ 乗法九九を１回適用して商を求める除法（あまりあり）（未習） １５
⑧ 除法の文章問題の立式（あまりあり）（未習） ５
⑨ 除法の文章問題の答え（あまりあり）（未習 ２３

この結果から第３単元で学習した乗法九九を１回適用してできる乗法計算（あまり
なし）は乗法九九の誤りがもとで不正解だった児童を除いて全員正解だった。ただａ
÷ａの計算については，ａ÷ａ＝ａとしたり，ａ÷ａ＝０といった誤答を出した児童
が３名いたので第３単元で活用したアドバイスカードを用いて事後指導した。また除
法の文章問題でも立式を間違えたために答えを間違えた児童が２名いたので，おはじ
きや図を使って指導した。

（３）指導観
ここでは，既習の包含除でわり切れる場合の問題を解決し，次に１４個を１人に３

個ずつ分けるというわり切れない場合へと進むようにする。こうすることによって，
既習のわり切れる除法計算との違いが明確になり，課題もはっきりと意識できる。
次に，１４÷３と立式した商を求める考え方を考えさせる。第３単元同様におはじ

きの操作を中心に答えを求めることを通してのこりの数に注目させながら，最大限に
組ができたときの残りが「あまり」であることを理解させ，１４÷４＝３あまり２と
式に表すことを知らせる。その後等分除の場面も取り上げ，一般化を図っていく。
第２単元では除数とあまりの大きさを考察させ，まだ分けられるまでわけても残っ

た数が「あまり」であることを理解させる。除数が４の場合はあまりが１から３まで
の繰り返しになっていることや，あまりは除数より小さくなるようにすることを見い
ださせ，除数とあまりの関係の理解をまとめる。
また，図と関連づけて被除数（全体の数）と除数，商，あまりの関係が，（除数）

×（商）＋（あまり）＝被除数になる理由を考えさせる。このことをもとにして，あ
まりのある除法の答えの確かめができるようにする。
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その後，あまりのある除法の計算練習を通して習熟を図る。その際，発展として除
法の筆算形式にもふれる。

３ 指導事項の関連と発展

２年 ３年 ４年

⑩かけ算（１） ①かけ算 ③わり算の筆算（１）
・乗法の意味 ・乗法と積の関係 ・２～３位数÷１位数の筆
・５，２，３，４の段の ・乗法の交換法則 算形式
九九の構成 ・ａ×□＝ｂ □×ａ＝ｂ ・倍と除法の意味の拡張

（倍の第一，三用法）
⑪かけ算（２） ②わり算 ・１位数でわる除法の暗算
・６～９，１の段の九九 ・除法の意味と商の求め方
の構成 ・九九１回適用の除法計算 ⑨わり算の筆算（２）

・乗法と積の関係 （あまりなし） ・何十でわる除法
・乗法の交換法則 ・ａ÷ａ，０÷ａ，ａ÷１の ・２～３位数÷２位数の筆
・倍概念の基礎 計算 算形式

・倍と除法の意味 ・除法の検算のしかた
・除法について成り立つ性

・本単元 あまりのある 質
わり算

・九九１回適用の除法計算
（あまりあり）

・あまりと除数の大きさの関
係

・答えの確かめ方
・あまりの処理のしかた

４ 単元の目標
○ 乗法九九を１回適用してできる除法で，あまりのある場合の計算のしかたについて
理解するとともに，それを用いる能力を身につける。

[関心・意欲・態度] ・あまりのある除法計算を，あまりのない除法計算のときと同様
に進んで問題解決に活用しようとする。

[数学的な考え方] ・既習の除法と関連づけて，あまりのある場合の除法でも乗法九
九を使って答えが求められるこを筋道立てて説明する。

[表現・処理] ・あまりのある除法計算ができ，答えの確かめをすることができ
る。

[知識・理解] ・「あまり」の意味，あまりと除数の大小関係，及びあまりのあ
る除法計算のしかたを理解する。

５ 指導計画（１０時間）
（１）診断的評価後の補充・発展指導 １時間
（２）あまりのあるわり算 ５時間

・乗法九九を１回適応してできる除法で，あまりのある場合の計算のしかた
・・・・･(２）本時 1/2

・あまりと除数の関係・・・・・・・・・・・・・・・・ （１）
・あまりのある場合の除法計算・・・・・・・・・・・・ （１）
・発展「もの知りコーナー」・・・・・・・・・・・・・ （１）

（３）あまりのある問題 １時間
・あまりのとらえ方 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・（１）

（４）まとめ ２時間
・「力をつけよう」・・・・・・・・・・・・・・・・・・・（１）
・「たしかめよう」・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ (１）

（５）総括的評価後の補充・発展指導 １時間

６ 本時の指導
（１）目 標

○乗法九九を１回適用してできる除法で，あまりのある場合の計算方法を理解する。

【関心・意欲・態度】 わり切れない除法計算を，既習の除法計算を使って考え
ようとしている。

◎【数学的な考え方】 わり切れない除法計算を，既習のわり切れる場合と結び
つけて考えている。

○【表現・処理】 わり切れない除法計算を式に表すことができる。
【知識・理解】 あまりの意味を理解している。
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（２）研究に関わって
本時は研究仮説の②の「授業の各段階における，基礎的・基本的内容の定着・維持を

図るためのアドバイスカードを活用した指導」の「つかむ」段階でアドバイスカードが
本時の課題の把握に有効に活用できるかを検証する授業である。

（３）展 開
学習内容・学習活動 指導上の留意点 評価の観点 備 考

１ これまでのわり算の学習
つ を想起する。 ・既習事項の想起には既 拡大アド

習したとき使用した拡 バイスカ
12 このアメを１人に３こず 大アドバイスカードを ー ド

か つわけると何人に分けられ 使い，早く想起できる No3-2
ますか。 ようにする。

む 12÷３＝４ 答え ４人
・既習のわり算との違い 【関】既習のわ 紙板書（

14 このアメを１人に３こず をアドバイスカードを り算とのとの
10 つわけると何人に分けられ 使って２問提示のよう 違いを見つ
分 ますか。 にしてとらええやすく け，本時の課）

する。 題を把 握で
14÷３ きたか。

（観察）
14 ÷３のようなわり算の答えの見つけかたを考え
よう。

考 ２ 課題解決の見通しをもつ。

え ・３の段で１４にならない。・単に九九を書いたり，
・３の段の九九をつかっ おはじき操作だけでな

る てみよう。 く，言葉でも書かせる

( ・おはじきを使って考えよ ようにする。
15 う。
分 【考】自力で解

) ３ 見通しにしたがい自力解 決できている
決する。 か。（観察）

４ それぞれの考えを発表す
確 る。

ア 3× 3＝ 9 ５こあまる ・乗法九九や既にあまり 【考】自分の考
か 3× 4＝ 12 ２こあまる のあるわり算の答えを えと比べなが 教師用お

3× 5＝ 15 1こたりない 形式的に知っている児 ら聞いている はじき
童にも，おはじきを使 か。（観察）

め イ った具体的操作で確か
めるようにさせる。

る ・そのほか図をかいてい
る児童も認める。（

４人に分けられて，２こ
10 あまる。 ・１１こ，８こ，５こ
分 はのこり，２こが「あ 【知】「あま）

５ 「あまり」と「のこり」 まり」であることを り」の意味
の違いを知る。 しっかりとらえさせ がわかった

る。 か。（観察）

ま ６ まとめる 【表】あまりの アドバイ
あるわり算を スカード

と ・説明したことを式で 式で表すこと No8-1
１４÷３＝４あまり２とか ができる。

め くことを教える。 （カード）
【考】あまりの

る １４÷３の答えを見つけるときも，３の段の九九 あるわり算の（

を使います。 答えを出すと
10 きも、除数の
分 かけ算九九を）

７ 次時の学習を知る。 使えばよいこ
とが分かった
か。（挙手）
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（４）評 価
具体の評価規準 十分満足できる 満足できる 努力を要する児童への支援

あまりのあるわり算の どんな数字のわり １４÷３のわり おはじきをもと
答えを出すときも，除数 算でも，除数のか 算では３の段の におはじきと式
のかけ算九九を使えばよ け算九九を使えば 九九を使って答 をおはじきに置
いことがわかったか。【数 答えを見つけるこ えを見つけるこ き換えて，考え
学的考え方】（観察） とができることが とができること させる。

分かる。 が分かる。

（５）板書計画

かだい ア
アメが 14こあります。 ３人に分けると 3× 3＝ 9
１人に３こずつ分けると ５こあまる
何人に分けられますか。 イ ４人に分けると 4× 3＝ 12

２こあまる
５人に分けると 5× 3＝ 15

12 のとき 12 ÷３＝４ １こたりない
答え４人 まとめ

15 のとき 15÷３＝５ 14÷３の答えを見つける
答え５人 ときも，３のだんの九九を

14のとき 使う。
14÷３＝４ ２このこる

12÷３＝４あまり 2
あまり２


